





















































































































































































































































































1年次後期 . 2年生の後期実習でがん性廃痛が強 '2年生の実習で不安の強い患者の傍にいる看
終末期にある い患者を受け持ちした。本当に何をす 護を実践し、そこでの学びを3年生の実習にもつ
人の看護(緩 ればよいか、全くわからない状態だっ なげて実践できた、という体験をした。その時
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